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 国際交流の場で研究・発表をするという経験を今までにしたことがなく、人生初の体験

でとても緊張しましたが、反面期待も大きいものでした。中国に行くのは今回が二回目で、

渡航に対する不安はありませんでしたが、今回の渡航の目的は農村経済の研究と発表とい

う非常に高度な内容を含むものであったため、成功するかどうかという不安は大きかった

です。 

 人民大学での発表は、我々島根大学の学生と人民大学の学生が順番に行い、私の班が一

番目の発表でした。最初の発表から大きく時間を取り、当初予定していた時間を大幅に超

えたので続く班の発表時間を減らしたことは反省すべき点でした。人民大学の学生は発表

のパワーポイントで図や写真を適宜わかりやすく使っており、説明も簡潔でわかりやすく

感じました。中国の農村の状況や政策を知ることが出来たことは大きな収穫となりました。

人民大学内を見学した際はその広さと大きさ、学生の多さに圧倒されました。中でも図書

館は非常に壮大で、島根大学の図書館是非人民大学図書館ほどの大きさを、蔵書数の多さ

を目指してほしいです。 

 今回訪れた時期が中秋節ということもあり、中国ではお祭りムードでした。テレビでは

盛んに花火やお祝いの様子が報道され、友人とは「中秋快乐！(中秋節おめでとう！)」と言

い合い、本物のお祝いの月餅を本場で食べられたことは非常に貴重な経験が出来たと思い

ます。 

 今後も様々な海外の大学と研究、文化、学生の交流に積極的に参加し多くを学び、磨い

ていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表会場の様子 
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